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論 文 の 内 容 の 要 旨

ウイルス性胃腸炎は集団発生および散発例としてよく知られている｡胃腸炎を起こす主

なウイルスとしては､ロタウイルス､アデノウイルス､ノーウオークウイルスおよびアス

トロウイルスが知られている｡著者が1989年にはじめて分離したアイチウイルスはカキ

の生食に起因するウイルスである.｡著者は､本ウイルスの分類を目的として､物理化学的

および分子生物学的性状を解析すると共に､その病原性や流行状況を知るために疫学調査

を行った｡

アイチウイルスはBS-C-1細胞に変性効果を起こすが､既知のエンテロウイルスと中

和反応がみられなかった｡また､エンテロウイルスおよびノ｢ウオーク様ウイルスを検出

するPCR法に反応しなかった｡さらに､電子顕微鏡による観察ではアストロウイルスに

類似しているが､それを検出するEuSAには反応しなかった｡したがって､本ウイルス

は既知のウイルスと異なる新しいウイルスの可能性が考えられた｡

アイチウイルスの抗原を検出する新しいEuSAを開発した｡この方法は糞便中のアイ

チウイルス抗原に特異的に反応し､アデノ､エンテロ､ロタ､ノーウオーク､カリシおよ
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びアストロウイルスの腸管ウイルスとは反応しなかった｡本方法により､カキが原因の胃

腸炎の集団発生9事例中5事例の成人由来糞便47件中13件(27.8%)から､小児の散

発例397例中1例からアイチウイルス抗原が検出された｡患者血清による中和反応では､

9事例中5事例の患者由来ペア血清43例中20例極6.5%)がアイチウイルスに対し有

為な抗体上昇を示した｡アイチウイルスに対する抗体保有率を年齢階層別に調べたところ､

生後7カ月から4歳の乳幼児では7.2%であったが､年齢と共に上昇し､35歳では80%

に達していた｡したがって､アイチウイルスは既知ウイルスとは異なる型のウイルスであ

り､主に15歳から34歳の年齢層に下痢症を引き起こすことが考えられた｡

下痢の症状を示したパキスタンの小児222名中5名(2.3%)からアイチウイルスが分

離された｡しかし､健康者91名からは分離されなかった｡また､東南アジア旅行からの

帰国時に名古屋国際空港検疫所で胃腸炎症状を訴えた日本人722名中5名(0.7%)から

も分離された｡この5名中3名はインドネシアから､2名はタイおよびマレーシアからの

帰国者であった｡これらの結果から､アイチウイルスは東南アジアにも存在し､各地の小

児やそこを訪れる日本人観光客の胃腸炎の原因になっていることが示唆された｡

アイチウイルスの全塩基配列(accessionno.ABOlO145)を決定したところ､ウイル

ス遺伝子は8,251塩基から構成されていた｡5,および3,非翻訳領域が各々712および240

塩基から成り､3,末端にポリA鎖が存在した｡翻訳領域は7,302塩基一本のみで形成さ

れ2,433個のアミノ酸をコードしていた｡塩基配列から推定されたポリペプチドはピコ

ルナウイルスの典型であるⅤ印､VP3､VPl､2A､2B､2C､3A､3B､3Cおよび3D

から成ると予想された｡さらに､構造ポリペプチドの上流には145アミノ酸から成るL

タンパクが存在すると考えられた｡3D額域の分子系統樹による解析ではピコルナウイル

ス科のエンテロ､ライノ､カルジオ､アフソ､へパトおよびエコーウイルス22型の既知

6属とは遺伝子的に異なることが示唆された｡以上の性状および物理化学的性状から､ア

イチウイルスはピコルナウイルス科の新たな属に分類されると考えられた｡

以上のように､著者はアイチウイルスをはじめて胃腸炎患者から分離し､ピコルナウイ

ルス科の新しい属のウイルスであることを提案した｡また､本ウイルスは我が国以外にア

ジア各国に存在することを明らかにした｡さらに､ヒトの糞便中のアイチウイルス抗原を
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検出するEuSAを開発し､カキが原因と推定された胃腸炎の集団発生5事例から採取さ

れた糞便47検体中13検体(28%)に同ウイルス抗原を証明した｡したがって､本研究

は､ウイルス学およびウイルス性胃腸炎の新しい情報を提供した｡

審 査 結 果 の 要 旨

ウイルス性胃腸炎は集団発生および散発例としてよく知られている｡胃腸炎を

起こす主なウイルスとしては､ロタウイルス､アデノウイルス､ノーウオーク

ウイルスおよびアストロウイルスが知られている｡著者が1989年にはじめて

分離したアイチウイルスはカキの生食に起因するウイルスである｡著者は､本

ウイルスの分類を目的として､物理化学的および分子生物学的性状を解析する

と共に､その病原性や流行状況を知るために疫学調査を行った｡

アイチウイルスBS-C-1細胞に変性効果を起こすが､既知のエンテロウイル

スと中和反応がみられなかった｡また､エンテロウイルスおよびノーウオーク
様ウイルスを検出するPCR法に反応しなかった｡さらに､電子顕微鏡による観
察ではアストロウイルスに類似しているが､それを検出するEuSAには反応し

なかづた｡したがって､本ウイルスは既知のウイルスと異なる新しいウイルス
の可能性が考えられた｡

アイチウイルスの抗原を検出する新しいEuSAを開発した｡この方法は糞便
中のアイチウイルス抗原に特異的に反応し､アデノ､エンテロ､ロタ､ノー
ウオーク､カリシおよびアストロウイルスの腸管ウイルスとは反応しなかっ

た｡本方法により､カキが原因の胃腸炎の集団発生9事例中5事例の成人由来

糞便47件中13件(27.8%)から､小児の散発例397例中1例からアイチウイル

ス抗原が検担された｡患者血清による中和反応では､9事例中5事例の患者由
来ペア血清43例中20例(46.5%)がアイチウイルスに対し有為な抗体上昇を示

した｡アイチウイルスに対する抗体保有率を年齢階層別に調べたところ､生後

7カ月から4歳の乳幼児では7.2%であったが､年齢と共に上昇し､35歳では

80%に達していた｡したがって､アイチウイルスは既知ウイルスとは異なる型
のウイルスであり､主に15歳から34歳の年齢層に下痢症を引き起こすことが考
えられた｡

下痢の症状を示したパキスタンの小児222名中5名(2.3%)からアイチウイ

ルスが分離された｡しかし･､健康者91名からは分離されなかった｡また､東南

アジア旅行からの帰国時に名古屋国際空港検疫所で胃腸炎症状を訴えた日本人
722名中5名(0.7%)からも分離された｡この5名中3名はインドネシアか

ら､2名はタイおよびマレーシアからの帰国者であった｡これらの結果から､

アイチウイルスは東南アジアにも存在し､各地の小児やそこを訪れる日本人観
光客の胃腸炎の原因になっていることが示唆された｡

アイチウイルスの全塩基配列(accessionno.ABOlO145)を決定したとこ

ろ､ウイルス遺伝子は8,251塩基から構成されていた｡5,および3,非翻訳領域が

各々712および240塩基から成り､3,末端にポリA鎖が存在した｡翻訳領域をま
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7,302塩基一本のみで形成され､2,433個のアミ◆ノ酸をコードしていた｡:塩基配
列から推定されたポリペプチドはピコルナウイルスの典型であるVPO､VP3､

VPl､2A､2B､2C､3A､3B､3Cおよび3Dから成ると予想された｡さらに､
構造ポリペプチドの上流には145アミノ酸から成るLタンパクが存在すると考え

らゎた｡3D領域の分子系統樹による解析ではピコルナウイルス科のエンテロ､

ライノ､カルジオ､アフソ､へパトおよびエコーウイルス22型の既知6属とは
遺伝子的に異なることが示唆された｡以上の性状および物理化学的性状から､

アイチウイルスはピコルナウイルス科の新たな属に分類されると考えられた｡

以上のように､著者はアイチウイルスをはじめて胃腸炎患者から分離し､ピ

コルナウイルス科の新しい属のウイルスであることを提案した｡また､本ウイ
ルスは我が国以外にアジア各国に存在することを明らかにした｡さらに､ヒト

の糞便中のアイチウイルス抗原を検出するEuSAを開発し､カキが原因と推定
された胃腸炎の集団発生5事例から採取された糞便47検体中13検体(28%)に

同ウイルス抗原を証明した｡したがって､本研究は､ウイルス学およびウイル

ス性胃腸炎の新しい情報を提供した｡

以上について､審査委員全員一致で本論文が岐阜大学大学院連
合獣医学研究科の学位論文として十分価値あるものと認めた
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